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編集・隈部紀生
題字・清水英夫

10
月
28
日
理
事
会
を
開
催
し
た
。

◇
出
版
編
集
事
業
委
員
会

「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
12
月
号
は
表
紙
が
嵐

の
相
葉
雅
紀
さ
ん
で
、
発
売
前
か
ら
予

約
が
相
次
ぎ
１
万
１
０
０
０
部
刷
っ
た
。

１
月
号
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
の
入

賞
・
入
賞
候
補
作
品
発
表
の
ほ
か
年
末

年
始
の
特
集
と
し
て
「
放
送
ゆ
く
年
く

る
年
」
を
組
む
。
表
紙
は
志
田
未
来
さ

ん
。
２
月
号
は
特
集
が
「
２
０
１
０
年

は
こ
ん
な
ド
ラ
マ
を
見
た
い
！
」、
表

紙
は
佐
藤
隆
太
さ
ん
。@

nifty

ニ
ュ
ー

ス
で
の
配
信
を
増
や
し
月
間
賞
の
記
事

も
配
信
を
開
始
し
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

テ
レ
ビ
を
除
い
て
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

の
上
期
の
入
賞
候
補
作
品
が
決
ま
っ
た
。

（
テ
レ
ビ
は
そ
の
後
７
本
の
入
賞
作
を

選
ん
だ
）
発
表
は
11
月
17
日
。

〈
テ
レ
ビ
部
門

〉

上
期
の
応
募
は
９
月
末
の
駆
け
込
み

で
１
０
０
本
を
越
え
た
。
入
賞
作
品
は

こ
れ
ま
で
上
期
、
下
期
７
本
ず
つ
選
ん

で
き
た
が
、
年
間
14
本
は
変
え
ず
に
若

干
微
調
整
す
る
裁
量
を
持
た
せ
て
ほ
し

い
と
要
望
が
あ
り
、
十
分
注
意
し
て
運

用
す
る
よ
う
に
と
い
う
注
文
が
つ
い
た
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門

〉

上
期
の
応
募
本
数
は
去
年
よ
り
若
干

減
っ
た
が
、
応
募
社
数
は
去
年
上
期
の

17
社
か
ら
21
社
に
増
え
た
。
議
論
が
長

引
い
た
が
８
本
の
候
補
作
を
決
め
た
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門

〉

４
回
投
票
を
し
て
候
補
作
13
本
を
選

ん
だ
。

〈
報
道
活
動
部
門

〉

応
募
作
が
９
本
し
か
な
か
っ
た
が
、

例
年
通
り
４
本
の
入
賞
候
補
作
を
決
め

た
。
11
月
７
日
（
土
）
に
日
本
大
学
芸

術
学
部
江
古
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
く

「
テ
レ
ビ
報
道
活
動
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

賞
受
賞
作
を
見
て
、
制
作
者
と
語
る
会
」

に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

◇
企
画
事
業
委
員
会

２
０
１
０
年
３
月
８
日
（
月
）
に
開

く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
広
告
メ
デ
ィ
ア
の

変
容
を
語
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
講
師
３
人

と
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
地
方
局
の
経
営
を

取
り
あ
げ
る
コ
ー
ナ
ー
の
講
師
２
人
が

決
定
。
政
権
交
代
下
の
放
送
秩
序
を
取

り
あ
げ
る
パ
ー
ト
は
調
整
中
。

◇
第
９
回
日
韓
中
Ｔ
Ｖ
制
作
者
フ
ォ
ー

ラ
ム
報
告

10
月
14
日
〜
17
日
大
規
模
な
開
発
工

事
が
進
む
韓
国
の
仁
川
で
開
か
れ
た
。

日
韓
中
４
本
ず
つ
の
作
品
を
持
ち
寄
っ

て
上
映
し
、
同
時
通
訳
を
使
っ
て
討
論

し
た
が
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
だ
っ
た
。
制
作
者
同
士
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
初
期
の
志
だ
が
、
制
作
者
が
参
加

し
な
い
例
も
あ
り
、
多
少
中
途
半
端
な

感
じ
も
し
た
。
来
年
は
第
10
回
で
中
国

の
蘇
州
で
開
か
れ
る
が
、
制
作
者
レ
ベ

ル
の
原
点
に
返
っ
て
再
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
ほ
か
の
国
々
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
も
検
討
し

て
よ
い
。

◇
第
47
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
の

「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
12
月
号
予
約
殺
到

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
入
賞
候
補
決
定

―
10
月
理
事
会
報
告
―

2

演
出
に
つ
い
て

２
０
１
０
年
６
月
３
日
に
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
・
ホ
テ
ル
の
会
場
を
仮
押
さ
え
し
て
い

た
が
、
正
式
に
契
約
し
た
。
贈
賞
式
、
パ

ー
テ
ィ
ー
の
演
出
に
つ
い
て
司
会
者
な
ど

を
決
め
る
必
要
が
あ
り
、
次
回
理
事
会
開

催
日
の
11
月
30
日
（
月
）
午
後
４
時
30
分

か
ら
関
係
者
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
く
。

◇
記
念
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11
月
中
に
も
２
回
目
の
会
合
を
開
い
て

50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
放
送
批
評
」

「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
の
代
表
的
論
文
を
集
め
た

本
を
作
る
こ
と
を
中
心
に
検
討
を
す
る
。

◇
財
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
面
メ
ー
ル
で
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

賛
助
会
員
の
勧
誘
な
ど
を
進
め
る
。

◇
入
会
の
承
認

小
原
道
雄
さ
ん

◇
退
会
の
承
認

坂
本
洋
さ
ん
（
ご
逝
去
）

維
持
会
員
　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

◇
理
事
会
の
日
程

11
月
は
11
月
30
日
（
月
）
午
後
６
時
半
か

ら
。
12
月
は
12
月
15
日
（
火
）
午
後
６
時

か
ら
理
事
会
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
忘
年

会
。
来
年
１
月
の
理
事
会
１
月
25
日
（
月
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
。

﹇
出
席
﹈

音
好
宏
、
隈
部
紀
生
、
小
田
桐
誠
、
石
井

彰
、
市
村
元
、
五
井
千
鶴
子
、
坂
本
衛
、

嶋
田
親
一
、
滝
野
俊
一
、
橋
本
隆
、
松
尾

羊
一会

議
記
録

﹇
10
月
﹈

１
日

出
版
編
集
委
員
会

２
日

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

16
日

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

19
日

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
選
考
会

20
日
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ワ
イ
ド
・
音
楽
＆
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
選
考
会

22
日

出
版
編
集
委
員
会

23
日
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ド
ラ
マ
･
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
選
考
会

24
日

（
選
奨
）
報
道
活
動
選
考
会

28
日

理
事
会

30
日

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
選
考
会

開始直前のNHKスペシャルドラマ「坂の上の雲」制作者を囲む会のお知らせ
ゲスト　西村与志木エグゼクティブ・プロデューサー

司馬遼太郎原作のNHKスペシャルドラマ「坂の上の雲」が

2009年11月29日から放送が始まります。そこで放懇有志の企

画で、制作決定のいきさつや長い歳月にわたる制作について、

統括した西村与志木さんにお話を伺います。奮ってご参加く

ださい。

いよいよ話題の「坂の上の雲」が始まる。開始直前にその制作決定までのい

きさつや制作の秘話、苦労話を伺います。ドラマは第1部（2009年11月29

日、20時～21時30分）、第2部（2010年秋）、第3部（2011年秋）とつづく。

脚本は野沢尚、演出柴田岳志（第1部）。主な出演者は日露戦時の連合艦隊

参諜秋山真之を本木雅弘、陸軍騎兵の父秋山好古を阿部寛、俳人正岡子規を香川照之、妹律を菅野美穂、夏目漱石を小澤征悦、伊藤博文を加藤

剛、連合艦隊司令長官を渡哲也など豪華なキャスティング。独自の史観を持つ司馬遼太郎が描いた明治の軍人、文化人、政治家の群像をテレビ

はどう描くのか。制作者に直接伺います。

日　時　　2009年11月24日（火）
午後6時30分から8時30分まで

場　所　　東京ウィメンズプラザ
（渋谷区神宮前5-53-67

�03-5467-1711）
東京メトロ表参道駅B2出口を出て、
国連大学を右に入り、
エスカレーター降り口右隣り

参加費　 1000円

問い合わせは　石井清司メディア研究所　　電話 090-9333-1633 FAX 03-3594-1633


